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担

当 

佐治町総合支所 

地域振興課 

下石直生 

件  名 佐治町地域振興会議 岡山県津山市阿波地区視察について（合同会社あば村視察） 

日  時 令和４年１０月２７日（木）14：00～16：00 

場  所 岡山県津山市阿波 合同会社あば村運営「あば商店」 

参 加 者 

地域振興会議：小谷会長、下石副会長、谷口委員、竹村委員 

合同会社あば村：皆木氏、石原氏 

総合支所：下田支所長、下石 

【視察の理由等】 

・津山市阿波地区で唯一のガソリンスタンド（以下「ＧＳ」と日常品や食料品を取り扱う店舗“あば商店”

を運営する合同会社あば村（H26 年から運営開始）を視察。 

・佐治地区でもトスク佐治店がＲ４年１０月末で撤退、また同年度中にＪＡ燃料センター佐治店も撤退予定。

同様の事例対応を先進的にされている上記の団体について視察を実施したもの。 

【阿波地区の立地、人口等の概況】 

・津山市の中心市地までの距離は約３０km、隣地区の人口集積地は同市加茂地区で１０㎞程度離れている。 

・最も近いスーパーマーケットは加茂地区にある。また、ＧＳは旧津山市内区域にあり約２０km 程離れてい

る。 

・以前は加茂地区の人口集積地付近にＧＳがあったが、最近（Ｒ４）撤退。 

・津山市中心地から阿波地区への公共交通を利用した場合のアクセスについては、ＪＲ因美線で加茂地区（美

作河井駅）まで、その後地域交通バスでの乗り継ぎ。 

・あば商店の周辺には、津山市阿波出張所、公民館、社会福祉協議会、宿泊、温泉施設などの主要インフラ

が隣接しており、阿波地区の中心部に立地している。 

・阿波地区の人口等の概況は別添資料１（Ｐ１）を参照。なお、合併後に人口流出が続いたが、現在はＩＪ

Ｕなどが増えてきているため、人口減少が鈍化しているとのこと。 

【運営までの経過等について】 

・Ｈ１７年度に旧阿波村は津山市と合併、合併当初は役場が支所へ、現在は支所から出張所へ、地域内の保

育園、小学校も廃園、廃校となっている。 

・Ｈ２５にＪＡが経営していたＧＳの閉鎖を表明され、その当時最も近くのＧＳが１２㎞先だった。 

・この閉鎖を受け、全地域世帯に向けてアンケートを実施して、新たなＧＳの運営組織の設置と施設維持の

ための意思があるか確認。 

・アンケートの結果、大部分の世帯から運営組織設置のための出資協力、運営開始後の買い支えの意思があ

ることが確認できたことからＨ２６から、住民出資会社によるＧＳを運営開始した。加えて、隣接するＪ
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Ａ店舗施設を改装して、生活雑貨と食料品等の販売商店も併設運営している。 

・開設時の住民出資者数は１６６人（資料Ｐ２参照）、出資額は約２，１３０千円で、現在は１８１人、約

５，０００千円となっている。 

【現在の運営状況について】 

・開設直近のＨ２８の売り上げはＧＳ、商店合わせて約２２，６００千円、Ｒ３は約４０，０００千円。 

・開設当初は、店員が市内のスーパー等の小売店から商品を仕入れて、利益分を販売価格に加えて販売して

いたが、直近ではＹショップと提携して商品仕入れを行っており、仕入れ方法や販売価格が改善されてい

るとのこと。 

・常勤雇用の職員は２人で、残りはパートやボランティアで職員を確保している状況。 

・商店、ＧＳともに、事前アンケートでは買い支える住民意識は高かったが、実際は津山市内等で購入が大

半ではと分析されていた。特にＧＳについては最近の燃料高騰の影響もあるのかその傾向が強くでてい

る。 

・ＧＳの売り上げの大半は、周辺の公共施設などからの利用が占めているが、これは、運営開始時から地域

内での公共需要分は、この施設で購入するとの申し合わせを行っているとのこと。 

・商店は固定店舗のほかに、移動販売も行っていて、移動販売曜日などを設定して、固定店舗との職員でや

りくりをしている。 

・商店・ＧＳだけの売り上げでは経営は非常に厳しく、他事業多角経営を行うことを検討中。 

・現在はＧＳ、商店だけでなく、小水力発電事業や地域資源を活用した商品開発、販売など、多方面で収益

事業展開を検討されていて、小水力発電設備はＲ４から運用を予定されている。 

・商品開発・販売等については、農水省の「山村活性化支援交付金」（年間１，０００千円上限補助）を活用

して実施。 

・そのほかにも、商品開発・販売促進に向け、地域内のキャンプ場施設（グランピング施設で運営会社は東

京にある）運営者や３セク農業生産法人などと連携していため、あば村山村活性化協議会を設立。事務局

を合同会社あば村が請け負っている。 

・Ｒ６年度に現在のＧＳ地下タンクが法令上の改修が必要となる。改修財源については津山市の担当課と研

究中。 

【その他】 

・現在の常勤職員の前職は、元地域おこし協力隊員、Ｉターン移住者の方。 

・行政に対する要望については、地区の自治会組織を通して行っている。なお、地域出身の市議会議員は現

在いない。 

・小水力発電設備の整備財源は、銀行委借り入れのみで、FIT（電力の固定価格買取制度）での収益を償還金

に充てている。（担保が FIT の売電収入とのこと） 
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